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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターネットはこのように国民全体に急激に普
　1・インターネットの歴史と現状　　　　　　　及したが、特1こ青少年1ことって、パソコンおよび携
　インターネットは、回線の一部が破壊されても通　　　帯電話を使用したインターネットは生活の一部にな
信障害がでないことを目的として、1969年に軍事用　　　っていると言えよう。内閣府（2007）が発表した
に開発されたネットワークである。80年代には民間　　　「第5回情報化社会と青少年に関する意識調査」によ
利用が許され大学や研究施設問のネットワークとし　　　ると、高校生男子の一日平均インターネット使用時
て利用されはじめ、90年代になってようやく個人も　　　間は、161分（携帯電話92分、パソコン69分）であり、
接続できるようになった。ただし、この段階ではイ　　　高校生女子の一日平均インターネット使用時間は、
ンターネットに接続するためには特別な知識が必要　　　197分（携帯電話124分、パソコン73分）であった・
であり、一般に普及し始めたのはウインドウズ95が　　　　このように青少年は携帯電話を通してのインター
発売された95年頃からである。インターネットは、　　　ネット利用が多い。携帯電話が現在の形で使用でき
それまでのパソコン通信とは異なり、ネットワーク　　　るようになったのは1994年であり、当時の契約台数
全体の責任主体になる管理者は存在しないネットワ　　　は450万台だったが、2007年度末にはついに1億台を
一クである。全体の管理者がいないことは、自由な　　　超えている。警視庁調査によれば、インターネット
コミュニケーションが行える利点はある。しかし、　　　機能付き携帯電話の所持率は、高校生96％、中学生
佐藤（1997b）が指摘しているように、全体の管理者　　　68％、小学生32％であった（警察庁2005「少年のイ
がいないシステム自体に問題があるわけではないが、　　　ンターネット利用に関する調査」）。また日本青少年
その管理者のないネットワーク上で発言していると　　　研究所（2007）の調査によれば、高校生の30％が1
いう自覚を各利用者が持たないとき、様々な危険性　　　　日4時間以上メールの交換のために時間を費やして
が発生する可能性があるだろう。　　　　　　　　　　　　いる。
　インターネット協会監修のインターネット白書　　　　藤川（2008）や尾木（2007）、下田（2008）、加納
2007によれば、日本のネット利用人口は8，226万6，000　　　（2008）など多くの研究者・教育者が・携帯電話・イ
人。その半数以上4，627万人がブロードバンド（高速　　　ンターネットを使用する未成年者が巻き込まれるい
接続）で接続している。自宅でインターネットを利　　　じめや犯罪、出会い系サイトや学校裏サイトの問題
用している人がいる世帯（インターネット世帯普及　　　などを取り上げ、警鐘をならしている。ネットワー
率）は、1996年にはわずか3％だったものが64．0％ま　　　ク全体の管理者がいないために、ネット利用者が増
で広がっている。勤務先・学校、携帯電話のみのイ　　　加するほど、様々な問題も生じているといえよう。
ンターネット利用世帯は19．3％、そしてインターネッ
ト利用者の30パーセントがプログ（日記形式の簡易
サイト）を公開している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名性、無名性を捨て、相手にプライベートな内容を
　正パソコン教育とインタ騨ネット　　　　　　伝えていかなければならない。しかし、インタ＿ネ
　インターネットが急速に広がり始めた当初、あま　　　ットでは匿名性を保ったままでも、きわめて親密な
りにも過剰な期待に対して『インターネットはから　　　コミュニケーションを取ることができる。
っぽの洞窟』といった警鐘がなされたこともあった　　　　それは、インターネット上での趣味の集まりやフ
（Stol1，1996）。たしかに、その著書の発行から10年以　　　　アンの集まりでも見られることであり・また「自殺
上経った現在も、以前と変わらず生徒達は学校へ通　　　系サイト」でも見られることである。たとえば、「は
い、図書館には紙の書籍が並んでいる。しかし、イ　　　じめまして。ボク死にたいです」といった現実場面
ンターネットは他のメディアと比較しても極めて速　　　ではあり得ないコミュニケーションが行われるのが
い速度で社会に浸透し大きな影響を与えていった。　　　　インターネットである。親密性を求めつつも、他者
　学校教育においても、小学校では「総合的な学習」　　　を傷つけたり自己が傷つくことを避けようとしたり
の時間、中学校では「技術・家庭」、高校では「情報」　　　する青少年達にとって、匿名性を保ちつつ親密性が
の科目において、情報教育が開始されている。かつ　　　成り立つインターネット・コミュニケーションは、
ては、パソコンの授業といってもワープロの使い方　　　非常に魅力的なものと考えられよう。
などが行われていたわけだが、現在では情報をいか　　　　またインターネットは、唐突に「死にたい」など
に活用するかが問われて、インターネットを使用し　　　と語れるように、暴露ともいうべき自己開示がなさ
た「調べ学習」が行われ、ホームページの作り方を　　　れやすいメディアでもある（Joinson，2003）。インター
学習し、そして大学生もレポート作成にインターネ　　　ネットでは、社会的文脈から自由になることで自己
ットの使用は必須となっている（小笠原，2003）。　　　　　　開示しやすくなり（田村，2004）、そして匿名性は防御
　パソコンは、インターネットと接続することで、　　　を与え、抑制を解き、文章を書くこと自体が安心感
単なる計算機、記憶装置を超え、モニターの向こう　　　　と気持ちの解放を導くことで自己開示が進むと考え
にある無限の情報とつながることになったわけであ　　　られる（Knatz，2003）。
る。インターネット上の情報は、書籍や学校教育で　　　　さらにインターネット・コミュニケーションは、
伝えられる内容とは異なり体系的ではないものが多　　　様々な感情が短時間に増幅されやすい特徴を持って
いとはいえ、その量と多様性は圧倒的であり、その　　　いる（小林，2001）。匿名、あるいは非対面であるとき
膨大な情報に個人が安価に接続できることは、個人　　　　には、実名を出し、あるいは対面の時には言えない
にも社会にも大きな変化をもたらしたと言えよう。　　　　ような、美しい言葉や激しい言葉を使うことができ
　しかし、当初学校教育で行われていたインターネ　　　る。その結果、インターネット上では対面状況以上
ット教育は、インターネット上の情報をいかに活用　　　に恋愛感情が高まることがあり、またフレーミング
するかという、いわばインターネットの静的な利用　　　　と呼ばれるインターネット上の攻撃的対人関係が作
方法だったのではないだろうか。だが、インターネ　　　　り出されることもある（WaUace，1999）。
ットは当初の目的から考えても、コンテンツよりも　　　　さらに人は、対面の場合には、言語内容だけでは
コミュニケーションのために存在しているものであ　　　なく表情など非言語的情報も使いコミュニケーショ
る（Joinson，2003）。そして青年達も、メールの交換な　　　　ンを行っているが・インターネット・コミュニケー
どインターネット・コミュニケーションにのめり込　　　ションにおいては、基本的に非対面の文字情報だけ
んでいくわけである。　　　　　　　　　　　　　　　　のコミュニケーションであり、微妙なニュアンスが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝わりにくい。つまり、強い表現の言葉がそのまま
　皿．インターネット・コミュニケーション　　　相手に伝わってしまうのである。文字情報という点
　　　の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　では、手紙も同様である・しかし、手紙の場合には
　インターネット・コミュニケーションには、社会　　　投函までに時間と手間がかかり、その間に激しい感
心理学的に見て、対面コミュニケーションとは異な　　　情も納まることも多いだろう。また、手紙は通常数
る特徴があると言えよう。インターネットは、本来　　　日かけて交換するものであり、その間に冷静さを取
両立しないはずの「匿名性」と「親密性」が両立す　　　　り戻すこともあるだろう。
るメディアである（富田，1997）。現実場面のコミュニ　　　　それに対して・電子メールや電子掲示板などのイ
ケーションであれば、親密な話をするためには、匿　　　ンターネット・コミュニケーションは、手間と時間
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をかけることなく、感情のままに文章が作られる。　　　ろう。ただし、一時期流行語にもなった「ゲーム脳」
インターネット上の文字を読む場合には、相手の真　　　（森2002）といったものは、この本の筆者の独特の考
意を得るための他の手がかり情報が少ないだけに、　　　えに基づくものであり、客観的な根拠は薄いと思わ
一旦好意や敵意を持ってしまえば、その後は対面コ　　　れる。脳科学者の茂木（2004）は、子ども時代にゲ
ミュニケーション以上に、当初の対人認知にそった　　　一ムばかりすることは良くないが、ゲーム自体が脳
解釈を続けることになる（Festinger，1965）。そのよう　　　に悪影響を与える科学的根拠はなく、むしろゲーム
なコミュニケーションが、手紙とは異なり一日幾度　　　によって認知能力が高くなる可能性を示している。
となく繰り返される。こうして、感情は短時間に激　　　　香山（1996）は、精神医学の立場から、テレビゲ
しくなっていくと考えられる。　　　　　　　　　　　　一ムやオンラインゲームは症状を気にせずプレイで
　特に携帯電話を使ってインターネットに接続する　　　きることもあり、傷ついた心を癒すこともあって、
場合には、パソコンとは異なり常時携帯するために　　　治療にも利用可能ではないかと述べている。社会心
対人間の距離が急激に縮まりやすく、トラブルにな　　　理学的には、観察学習の立場などから多くの研究が
りやすいと考えられる（石野，2008）。　　　　　　　　　行われてきた。坂本（1993）は、これまでの研究を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　概観し、テレビゲームが攻撃性に影響を与えること
N・－iンターネット・オンラインゲーム　膿鼻擬譜陥誌瓢濃蝶
　オンラインゲームとは、インターネットを介して　　　渋谷（2008）も、これまでの諸研究を通して、暴力
複数の人が同時に参加して行われるコンピュータゲ　　　シーンのあるテレビゲームが攻撃性を強化する場合
一ムである。オンラインゲームは、パソコンを使用　　　があることは実証されつつあると述べている。しか
するものの他に、最近の家庭用ゲーム機の多くはイ　　　しまた、テレビゲームがテレビと比較して特に大き
ンターネット接続機能を持っており、これを使った　　　な効果を持つとは言い切れず、さらに暴力シーンの
オンラインゲームも登場している。オンラインゲー　　　あるゲームが逆に攻撃性を弱める場合があることも
ムは、通常ゲーム参加者が互いにコミュニケーショ　　　指摘している。つまり、長時間プレイの問題は大き
ンをとりながら進められていく。オンラインゲーム　　　いものの、ゲーム自体が特に大きな悪影響を持つわ
は、通常の会話ではないが、インターネット・コミ　　　けではないといえよう。
ユニケーションの一形態であると言えよう。そして
オンラィンゲーｸは・しばしばインターネットの害　v．インターネット依存
悪の象徴として話題に上がる。通常のゲームの場合
でも長時間プレイは問題になるものの、オンライン　　　　コンピュータ使用に伴うストレスであるテクノス
ゲームは接続し続けることで料金が発生するため、　　　トレスには、コンピュータ環境に適応できないテク
プレイを続けさせるような工夫がこらされている。　　　ノ不安と、過剰適応によるテクノ依存がある。コン
オンラインゲームは、一般にテレビゲームのような、　　　ピュータが一般に普及し始めた頃は、コンピュータ
終了、ゴールは存在しない。ゲーム・プレイヤーは、　　　習熟に困難を覚える人々のテクノ不安が大きな社会
あたかもオンライン・ゲーム世界で暮らしているか　　　問題となっていた。しかしコンピュータが普及する
のように、インターネットに接続し続け、長時間プ　　　につれ、コンピュータに没頭しすぎるテクノ依存が
レイの問題は深刻さを増すことになる。オンライン　　　問題視され始めた。さらにコンピュータが個人所有
ゲームフォーラム（2007）によるオンラインゲーム　　　のパソコンとなり、インターネットに接続されるこ
の市場調査によれば、オンラインゲームの延べ会員　　　とによって、テクノ依存は一部のコンピュータマニ
数は、4198万4000人、市場規模は1，015億円を超える　　　アの問題だけではなく、多くの人々のインターネッ
巨大市場となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　ト依存が社会問題化している。
　オンラインゲームに関する悲惨な事例としては、　　　佐藤（1997a，1997b）は、インターネットが普及し
2002年韓国で86時間オンラインゲームをプレイし続　　　始めた当初から、インターネット利用による自閉的
けた男性が突然死したケースがある。『子どもをゲー　　　病理性の問題を指摘している。Young（1998）は、イ
ム依存から救うための本』（Bruner，2006）と題する書　　　　ンターネット中毒（依存）の尺度項目として、ある
籍が出版されるほど、悩んでいる保護者も多いのだ　　　程度の接続時間がないと満足できない、接続を切断
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すると憂うつな気分になる、インターネットのせい　　　を目的とした情報交換をするウェブサイト（ホーム
で仕事や学校を休んだことがあるなどの項目を挙げ　　　ページ）の総称である。出会い系サイトの中には、
ている。文部科学省（2002）の…報告では、眼前にい　　　まじめな交際を希望する結婚相談所的なものから、
る人々との人間関係よりもインターネット上の人間　　　売春目的のものまで存在しているが、性犯罪以外に
関係を重視するインターネット依存の例を挙げ、「イ　　　も詐欺、恐喝、暴行殺人など様々な犯罪の温床にな
ンターネット依存の問題は、まさに時空を共有する　　　っているサイトもある。そこで、2003年には出会い
ことが人間関係の基盤であるという、これまでに信　　　系サイト規制法が実施され、18歳未満の者の利用が
じきっていた心理臨床の基盤に対して、一つの対立　　　規制されたものの、出会い系サイトに関連した犯罪
した主張を含むものであり、そこに新たな視点を持　　　は発生し続けている。
ち込む必要性を感じさせる課題である。」と問題提起　　　　　警察の発表によれば2007年には出会い系サイト
している。そして、家族との対話が不十分、友人関　　　と関連する事件が1753件起きている。罪種別にみる
係が不満足であると感じている青少年ほどインター　　　と、児童買春、児童ポルノ法違反が760件、淫行など
ネット依存の傾向があることを調査によって示して　　　青少年保護育成条例違反が440件、強姦48件などであ
いる。また、金（2007）は、インターネット依存度　　った。2006年の統計では、出会い系サイトにより18
の高いと孤独感が高くなることを示している。　　　　　　歳未満の少年少女1153人が犯罪に巻き込まれている。
　インターネットの長時間使用が社会問題化してい　　　　また未成年被害者の90％以上が携帯電話から出会い
ることは事実だが、他の依存症のように精神疾患の　　　系サイトに接続をしている。このように多くの犯罪
1つとして「インターネット依存症」と考えるかど　　　が派生しているが、犯罪統計には統計に表れない暗
うかに関しては、諸説あると言えよう。Block（2008）　　　数の問題があることを考慮すれば、実際の被害者は
は、インターネット依存症は他の依存症と同様の特　　　さらに多くいることが予想できる。
徴を持ち、次期DSM　Vに加えられるべきであると述　　　　直接会うこともできず、また信頼できる会社組織
べている。彼によれば、インターネット依存症は、　　　などが仲介しているわけでもないインターネット上
渇望・衝動・禁断症状・耐性がみられ、より長時間　　　の出会い系サイトになぜ多くの若者が集まるのだろ
の接続を求めるようになり、時間の感覚もなくなり、　　　うか。そこには、メディアの影響もあるだろう。
睡眠や食事さえ放棄したりするようになることもあ　　　1996年公開の日本映画『（ハル）』は、インターネッ
り、症状によっては向精神薬の処方や入院も必要だ　　　　ト以前のパソコン通信が登場するが、パソコンを通
としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した文字だけの匿名の会話から恋が生まれる映画で
　鄭（2008）は、インターネットの長時間使用がす　　　ある。1998年公開のアメリカ映画『ユー・ガット・
べて不適応をもたらすものではないとして、「（イン　　　メール』は、インターネットの電子メールで出会っ
ターネット）依存型」は精神的健康に有害だが、イ　　　た男女の恋愛映画である。1998年にフジテレビ系列
ンターネットを有効活用している「（インターネット）　　　で全国放送されたテレビドラマ『WITH　LOVE』は、
コントロール型」は、むしろ生活充実感を高め、よ　　　誤って届いた電子メールがきっかけで、顔も知らな
り良い精神的健康を保っていることを実証している。　　　　い相手との恋が始まるという内容であり、最終回の
　また、ひきこもり問題の研究者である齋藤（2008）　　　視聴率23．6％と注目されたドラマであった。
は、社会的ひきこもりの人々がインターネットにの　　　　青少年は新しいメディアに敏感であり、容易に操
めり込んでいるといったことは偏見に過ぎず、日本　　　作方法を覚える。新しく登場したインターネット、
におけるひきこもり青年はインターネット世界を楽　　　電子メールは彼らにとって魅力的なツールであり、
しむことすらできないと述べ、ただ無為に過ごして　　　映画やテレビの恋愛ストーリーは、インターネット
いる青年達にはむしろインターネットの利用を勧め　　　への夢をさらにふくらませたであろう。ドラマの後、
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実際のインターネット利用者が増加すれば、インタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーネットで知り合い交際が始まったり、結婚に至っ
拙会劇イト　　　欝糠蝶謹蒋竃藷ヨ霧緊
　出会い系サイトとは、パソコンや携帯電話でのイ　　　トは、怪しげな道具ではなく、男女が出会うための
ンターネットを通じて、不特定多数の男女が出会い　　　有用な道具になっていったと思われる。
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　実際に良い出会いもあるだろう。世界最大の「恋　　　えるだろう。つまり、自殺とインターネットは親和
愛マッチングサイト」である「マッチ・ドットコム」　　　性が高いと言えるだろう。1998には「ドクターキリ
は、世界で1500万人、日本で84万人の会員を有し、　　　コ」を名乗る男性が自殺幣助を行った「青酸毒物宅
同社ホームページの情報によれば、アメリカの結婚、　　　配事件」が発生し、大きな社会問題となっている。
婚約カップルの12％がインターネットで知り合い、　　　事件の経緯に関しては、相田（1999）が詳しい報告
その3分の1が、同社サイトで知り合ったと広告し　　　をしている。また吉野（2000）は、この事件報道を
ている。インターネット上での男女の出会いは、急　　　一事例として社会方法学の立場からインターネット
速に浸透し、現代の青少年にとってはすでに日常的　　　に関連したマスコミ報道の問題点を指摘している。
なことになっていると言えるだろう。　　　　　　　　　　　この事件を契機としてインターネットと自殺の問
　しかし、インターネット上には悪質な業者も存在　　　題が社会的に注目され始めたものの、いわゆる自殺
している。偽りのプロフィールで出会い系サイトに　　　系サイトは数多く開設されている。自殺系サイトに
登録している個人も多くいる。また前述したように、　　　おいて、死にたい思いを語り続けているうちは、自
インターネット上のコミュニケーションにおいては、　　　殺予防の効果さえあるだろう。しかし、いわゆる自
感情が一気に燃え上がりやすい。経験豊富な大人で　　　　殺系サイトの管理者は必ずしも自殺を予防すべきだ
あれば、現実での経験と、インターネット上の経験　　　という立場には立っていない。自殺系サイトの訪問
を比較検討して、判断していくこともできるだろう。　　　者は、むしろ自殺肯定派が多い。自殺について語り
だが経験不足の青少年の場合は、ネット上の経験を　　　合い、共感し合うだけではなく、自殺について具体
深く精査することができず、様々な犯罪が発生して　　　的方法などが話題に出たり、自殺を誘い合うことな
いる。碓井（2008）は、インターネットの特徴と青　　　　どが起きたりしてしまうことがあれば、自殺系サイ
少年の心理の考察から、若者にとっての出会い系サ　　　　トは、自殺を誘発しかねない危険なサイトになって
イトの魅力と危険性を述べている。　　　　　　　　　　　しまうだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本は死をタブー視する一方、切腹や曽根崎心中
vr・　（ンターネットと自殺　　　潔鰭霧轍要寛轟皐謄搬纏
　日本では1997年から2007年まで10年連続して自殺　　　対照的である。このような中で、インターネット上
者が3万人を超えている。2006年には自殺対策基本　　　　で知り合った青年達が集団自殺をする事例も多く出
法が実施され、高橋（2006a）など自殺予防に関する　　　ている。特に2003年頃から、練炭を使用したネット
良書も多く出版されているものの、自殺者減少の徴　　　集団自殺が多発し始め社会問題となっている（渋井
候はみえない。今や自殺大国となってしまった日本　　　2004）。インターネットとマスコミ報道が相まって群
だが、日本では死をタブー視する傾向が強い。欧米　　　発自殺が起きる危険性を高橋（2006b）も指摘してい
では病棟に牧師や神父が入り、死期が近づいた患者　　　　る。
と話すことは、普通のことだろう。しかし日本であ　　　　インターネット集団自殺が続く中、2005年には電
れば、僧侶が袈裟を着て病室へ入れば、縁起でもな　　　気通信事業者協会など業界4団体が「インターネッ
いと怒られるのではないだろうか。日本では、デ　　　ト上の自殺予告事案への対応に関するガイドライン」
ス・エディケーションが行われることも少ないよう　　　を作成し、警察との協力関係を明確に示した。そし
に、死について語ることは難しいだろう。本来は、　　　て2006年には、自殺対策基本法が成立した。
死について語ろうとする者に対しては話を聴くこと　　　　しかしさらに近年では、硫化水素を使用した自殺
が重要だが、実際にはその機会は多くないだろう。　　　　が急増している。警察庁の発表によれば、2007年度
　しかし、インターネット上では現実世界のタブー　　　1年間の硫化水素自殺者は29人だったのに対し、
にとらわれず、会話をすることもできる。また前述　　　2008年1月から5月までの5ヶ月間ですでに517人が
したようにインターネット・コミュニケーションで　　　硫化水素自殺を実行している。硫化水素は簡単に購
は、匿名性と親密性が両立し、匿名のまま深刻な話　　　入できる家庭用品を使用して発生させることができ、
題で話をすることできる。人生に悩み死について考　　　硫化水素を使用した具体的自殺方法が多くのインタ
えているものの、誰にも話せないと思っていた若者　　　一ネット・サイトに大量に掲載された。硫化水素自
にとって、インターネットは理想的な会話の場と言　　　殺が大きく報道されることで、さらにインターネッ
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ト上では硫化水素自殺に関するサイトにアクセスが　　　　こうした返信を受け、最初の投稿者は以下のよう
集まり、硫化水素自殺が増加したと思われる。これ　　　な投稿をしている。「最初の書き込みをしてから、遺
までも、自殺の特定の方法、場所、動機などが大き　　　書の文面を考えながらもこちらのBBS（著者注：イ
く報道されることで類似の自殺が続発することは、　　　ンターネット掲示板のこと）が気になり、ウィンド
よく見られてきたことである（高橋，2003）。しかし今　　　ウを閉じられませんでした。認めたくなかったこと
回の急激な増加は、インターネットがこれまでにな　　　でしたが、やはり私は誰かに知って欲しかったし、
く普及していたことと、自殺方法が簡便だったこと　　　誰かに制止して欲しかったのだと思います。そして
などが影響していると思われる。　　　　　　　　　　　思いがけず問をおかず多くのレスをいただいて、こ
　高橋（2004）は、インターネット自殺について次　　　の世への未練というか迷いが甦り、葛藤しています。
のように語っている。「個人的に知っている人が相談　　　正直なところ、決行しようかしまいかの答えはまだ
を受ければ自殺を止めようとするが、自殺願望を持　　　出せないでおりますが、とにかく今一度時間をかけ
った人ばかりが集まれば、逆に願望が強まる。一連　　　て考えてみようと思います。」
の自殺は負の情報まで簡単に共有できるネットなら　　　　その後も多くの投稿を通して交流が続き、同年5
ではの現象だ。自殺志願者の相談を受ける組織を紹　　　　月17日に最初の投稿者は以下の様に語っている。「こ
介するなど、どうすれば救えるかをマスコミは伝え　　　のところ書き込みはできませんでしたが、毎日欠か
るべきだ。また、悩みを相談できるような自殺予防　　　さず何度もこちらに来ては、読み返し励みにさせて
サイトが増えるのが好ましい」　　　　　　　　　　　　いただいておりました。ともずれば挫けがちな私で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すが、易きに流れそうになる度皆さまの言葉によっ
叫麟総合案内こころの散歩道』に　；雰灘鴇職㌶簾撚ll㌃
　　　おける硫化水素自殺予防事例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週から、精神科デイケアに通い始めることにしまし
　筆者が運営するホームページ「心理学総合案内・　　　た。主治医と相談の結果、まずは週2回ペースで様
こころの散歩道」（碓井1997～2008）は、心理学の学　　　子を見て…　　でもいずれはフルで参加し、それを
習ページではあるものの、サイトに付属するインター　　　足がかりに最終目標としては社会復帰したいと考え
ネット掲示板上（httP：〃kokoronosanpomiti．bbs．coocan．jp／）　　　ています。」
では、自殺に関連した訪問者間の意見交換も活発に　　　　　このスレッドには、2008年6月現在、合計で102通
行われ、部分的には高橋（2004）が勧めるような自　　　の投稿がなされている。上記の事例は、専門家によ
殺予防サイト的な役割も果たしているといえよう。　　　　る支援ではなく、インターネットによってつながっ
　上記掲示板のスレッド番号823で、2008年4月30日　　　た多数の人々による、いわば自助活動と言えるだう
に、次のような投稿がなされた。「今日、硫化水素を　　　う。
発生させられる材料を揃えました。家の庭で少量を
諜隣灘禦鱗凝し塞灘l　X・インターネットによる鯉的支援
慮するつもりです。あとは遺書を用意して決行する　　　　インターネットの普及率が高まるのに伴い、様々
だけ…　　でも、遺書を打とうと思って開いたパソ　　　な分野でのインターネットの有効活用が進んでいる。
コンで、このサイトにきてしまった。（後略）」　　　　　　教育、心理相談、臨床心理学、精神医学などにおけ
　この投稿に対して、24時間のうちに22の返信がな　　　る心理的支援の分野も、例外ではない。不登校児と
され、次のような言葉が述べられた。「あなたには自　　　の電子メールの交換、メールカウンセリングを通し
殺をして欲しくない」「生きてください」「とっても、　　　て、不登校状態が改善されるも諸研究も数多く報告
お辛かったんですね…　死にたいとお思いになる　　　され始めている（たとえば、加藤ら2004；加藤・赤
くらいに」「死という結論は、どうかまだ出さないで　　　堀，2006；秋坂ら2006）。研究論文として報告されなく
くださいね」「名前も顔も知らないのに、涙が止まり　　　ても、たとえばNHKテレビ『クローズアップ』（2004
ません。お願い。死なないで。」「私も自殺を考えた　　　年5月26日放送）の『不登校をITで救え』で紹介さ
こと数え切れないほどありますよ。でもその都度自　　　れていたように、現在全国の学校現場で、生徒支援
分なりに気分転換してここまで生きて来ました。」　　　　の1つの道具としてインターネット、電子メールは
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すでに日常的に使用されているだろう。　　　　　　　　　「いのちの電話（東京）」も、2006年10月より電子メ
　ただし、インターネット・セラピーとなると、多　　一ルを使用した「インターネット相談」を開始して
くの心理臨床家は懐疑的だろう（田村，2003）。しかし　　　いる。いのちの電話（東京）のホームページによれ
田村（2003）は精神科医としてインターネット・セ　　　ば、インターネット相談も電話相談と同様に「相談
ラピーの有用性を主張し、メーリングリスト（特定　　　をお受けするのは、所定の研修を受けたボランティ
のメンバー間のメール交換）や、個別のメール交換　　　アの相談員です」と紹介している。ただし、このイ
によるセラピーを行い、成果を上げている。　　　　　　　ンターネット相談は、受け付ける人数に制限を付け
　インターネットを通したセラピーが可能で有用で　　　ている。ここにも、電話とは異なるインターネット
あるかどうかは議論があるだろうが、非対面で行わ　　　の特徴が見られる。電話の場合には、回線がふさが
れる心理的支援は、文字の誕生以来、行われ続けて　　　ってしまえば、それ以上の電話を受けることができ
きたと言えよう（岩本・木津，2005）。その非対面支援　　　ない。しかし、インターネットは一日に数千数万の
のメディアが、手紙などの手書きの文字、書籍や新　　　電子メールや電子掲示板の投稿を受け付けることが
聞などの印刷物、ラジオ、テレビなどの放送メディ　　　できる。これが、インターネットの利便性でもある
ア、そしてインターネットへと進化していったので　　　わけだが、もしも個々に返信をしようと思えば、膨
ある。岩本・木津（2005）は、インターネットを活　　　大な数のスタッフが必要とされるだろう。そのため、
用した教育相談や、ひきこもり、摂食障害、強迫性　　　責任ある返信をするためには人数制限を行い、ある
障害への治療支援の実践例を挙げながら、インター　　　いは田村（2003）が実践したようなメンバーを限定
ネットを活用した非対面心理療法の重要性を述べて　　　したメーリングリストの形を取ることになるのだろ
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う。
　インターネットを活用した心理的支援は、特に社
会的弱者にとつ O有効だと言えよう・対面でのカウ　x．結論
ンセリング等が行われる場所にまで行く移動手段を
もたない者、時間的余裕がない者、また心理的な問　　　　インターネットは急激に普及した。青年達はイン
題によって対面に大きな抵抗がある者など、インタ　　　ターネットを表面的には使いこなしている。その一
一ネットを介した非対面支援が特に有効だろう。ま　　　方、インターネットに関連した犯罪の増加、インタ
た西村（2003）によれば、不安の高い人ほどインタ　　　ーネット依存の問題などが大きくなっている。小此
一ネットでの交流を求めているという。インターネ　　　木（2000）が語っているように「インターネットに
ットによる心理的支援の必要性は非常に高いと言え　　　使われるのではなく、巧みに使いこなす「インター
よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネットの主」になれるような人間像、それが、これ
　ただし、非対面での支援には問題も多い。武藤・　　　からの期待される人間像である」と言えるだろう。
渋谷（2006）は、現代メンタルヘルスを助力するた　　　佐藤（1997b）は、インターネットの有用性と危険性
めにメールカウンセリングの活用が必要だと述べる　　　を述べた上で、インターネット・ユーザーは、仮装
のと同時に、メールカウンセラーには臨床心理や精　　　現実と現実世界の「二つの世界空間を取り仕切る健
神病理についての深い知識と経験が必要だと述べて　　　康なマネージャー」であることが必要だとし、さら
いる。本論文でも述べたように、インターネット・　　　に社会全体で「インターネット・コミュニティの健
コミュニケーションには、対面コミュニケーション　　　康さを守る予防的コンサルテーション」の必要性を
とは異なる特徴がある。インターネットを活用した　　　主張している（佐藤1997a）。このようにインターネ
心理支援を行う際には、臨床心理学、精神医学に加　　　　ットの黎明期からインターネット・ユーザーとして
え、社会心理学的なコミュニケーション論をも学ぶ　　　の成長の重要性が語られ続けているにもかかわらず、
必要があるだろう。また、岩本・木津（2005）は、　　　インターネット・コミュニケーションに関する教育
インターネットによる心理療法のニーズが高まる中　　　はいまだ不十分だと言わざるを得ない。
で、教育と訓練を受けていない自称インターネット　　　　インターネットを活用した心理的支援のニーズも
カウンセラーが多数登場することに危惧を抱いてい　　　増加し続けている。しかし、心理学、精神医学の関
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係者もその高まるニーズにまだ対応しきれていない。
　長く電話相談という非対面支援をおこなってきた　　　たしかにインターネットによる相談、カウンセリン
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グ、セラピーには、様々な問題があるだろう。しか　　　　子）　ほんの森出版：］Knatz，B．（2003）：皿1e・rie・und
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